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行うこととなり、 『百詠和歌』の輪読を開始した。最初は胡が担当して「天象部」から読み進めたが、やがて、 「坤儀部」を山部、 「芳草部」を中村、 「嘉樹部」を山田と それぞれに担当箇所を割り振り、順次、輪番で研究成果を報告するこ となった。
　源光行が鎌倉時代前期に著した『百詠和歌』は、初唐時代に流










る（研究課題「 『百詠和歌』にみる漢籍受容の研究」 ） 。本研究会に対し深い理解 示された峯岸進学長に、心 ら 感謝を申し上げる。
 
（中村記）











庭芳が付したとされる注を掲げた。慶應義塾図書館蔵本を胡志昂編『日蔵古抄李嶠詠物詩 』 （ 「海外珍蔵善本叢書」上海古籍出版社、九九八年）に拠って掲げた。割注は〈 　〉を用いて示し、私に読点を施 、書き下し文 （ 　）内に付した。
・ 『百詠和歌』本文が典拠とした証本を類書等から引用する場合、









二首 （山部和喜担当） 、 および 「芳草部」 の 「蘭」 二首 （中村文
担当
）



























































谷より出で、咸池に浴し、扶桑を拂ふ、これを晨明と謂ふ） 」とある。また『十洲記』に「扶桑在碧海中、上有天帝宮、東王所治。有椹樹、長数千丈、二千囲、同根、更相依倚 故曰扶桑。仙人食根、体作紫色、其樹雖大、椹如中夏桑也、九千歳生、実味甘香（扶桑は碧海の中に在り、上に天帝の宮有り、東王の治むるところなり。椹樹有り きこと数千丈、二千囲あり、同根にして更に相依倚す、 故に扶桑といふ。仙人その根を食はば 体紫色を作す。その樹は大なりと雖も、椹は中夏の桑の如きなり、九千歳にたび生り、 実の味は甘く香し） 」 （ 芸文類聚』巻八十八「桑」 ）とある。扶桑路は太陽が夜明けに扶桑よ 登る運行の軌道をいう。
○
宮古
　みやこの当て字。みやこは万葉集に真名で「京、 京師、 都、 京都」





































高い峰、高い山をいう。 「富士の高嶺」 「比良の高嶺」 ように固有名詞と結び付くほか、高さから天象に関わる景物と取り合わせて詠まれることが多 。 「木枯しの雲吹払ふ高ねよりさえても月のすみのぼるかな」 （千載集・秋上
２７6源俊頼） 。高嶺の里は、高い
山頂にある想像上の空間が表現されている。和歌 ある山里はほとんど人気のない物侘しい場所であった。都会生活の不如意や隠逸思想の影響から山里への憧憬も見られたが、実際に 山間、山麓にある山寺や山荘が かっ 。当該歌は詩句の翻案という特殊な性格もあって、 「高嶺の里」という造語で、高い山の上にある天界に近い神仙境、すなわち仙人 住む扶桑の里あるいは蓬莱・方丈・瀛洲など 三山を表 す の る際の文学的空間 しては雲 棚引く高い 頂付近を想像してよであろう。【余考】
　詩句「日出」は明活字本、全唐詩本「旦出」に作る。現存する
李嶠百詠の本文に三つ 系統が認められる中、韻の平仄から日本の古抄本系統が最も古いと見られる（拙稿「日本現存『百二十詠詩註』考」 『和漢比較文学』第六号、九九〇年十月） 。このことは詩の作法からも裏付けられる。題にあった物名を詩中 明示せず、典拠によって巧みに読者 悟らせ の 崔融『唐朝新定詩格』や李嶠『評詩格』に見える詩の「十体」中 「精華体」で















































































































































































































この句は、古壁にはそこに生えている苔で文様があるということを言っている。また、山水の景色を壁に懸けた絵に描くということがある。章孝標の詩に、 「雨が滴って、描かれた膠の山を二つ 分け、風が吹いて絵の表面を痛め絹の海には秋が来たよう さざ波が立っている。 」と、
〈歌〉
 
秋山の梢の美しく色づいている様は、容易に絵 写し描くことができる だけれども、 ただ、 鹿の声ばかりは筆によって絵に描くことはできない。
【余考】慶応大学本の『百詠注』には、 「古壁丹青色、新花錦繍色」の句に注が付されていない。 光行の見た 「張芳注」 にもなかったか。 「古壁」とは何か。 『百詠詩』 においてこの詩句は 「山」 詩のものであり、 「新花錦繍色」と対をなすものであるから、まずは山肌を指すであろう。しかし、 「文翁講堂 」の「古壁」
「空梁」との対でもあり、

























































































































薄山、襄山等の別称あり。慶応大学本『百詠注』と同じく、花岳と元はつの であったとする説を載せるのは、 『初学記』五華山の「叙事」にある薛綜注、 『太平御覧』三九「華山」にいう薛綜注、『芸文類従』七山部上「華山」などである。 【余考】参照。
○
花の
山　『百詠』 ・ 『百詠注』の花岳をいうか。 「待てと言 ばいともかしこし花山にしばしと鳴かん鳥 音もがな」 （拾遺集・
1０43・僧正




































有。いまにのこれり。 」 は百詠注をそのまま引き継いだものである。但し、傍線部分を、 『百詠注』と比較すると、傍線部に訓みの差違があり、 『百詠和歌』 形では意味が通りにくい。
　また、この『百詠注』の注部分は『文選』巻第二「西京賦」の







う語句に付された薛綜注では、 「二華」 つまり 「華岳 （太華 小華） 」が元はつの山であったのが二つに分かれたとして、首陽山の名は出てこない。
　ところが、 『初学記』五「華山」の叙事に引く薛綜注には、 「華山
対河東首陽山。黄河流於二山之間。 」とあり 首陽山が出てくる。『太平御覧』三九「華山」の薛綜注も同様。 『初学記』五「華山」
の事対の「地載
 神開」では、 「郭縁述征記曰、 華岳与首陽山本山。















































































































うちとけて馴れ親しむ意。和歌 は平安後期以降 、 「をみなへしなづさふほどに花薄まねくかたにもゆかれざりけり」 （元永二年内大臣家歌合・草花・番右・前淡路守仲房） 、 「なでしこを我が恋草のゆかりとてなづさふ露に袖ぞしほる 」 （月詣集・恋中
464





















〈歌〉 　藤袴に親しんだ （ために袖に付いた） 露の後に残る名残 （の
ように）ま も、 （志を同じくする者同士の交わりは）長い間消えることがない 貴い匂いなのだろうか。
【余考】　「藤袴」は古今集の「主知らぬ香こそ匂へれ秋の野に誰が脱ぎかけし藤袴ぞも」 （秋上
241素性）以来、人が身につける袴に見立































































































記』 所引の 「宋玉諷賦」 では の自室 意を含み持つと思われるが














小屋。平安後期以降によく用いられるようになった語 、勅撰初出は金葉集。世俗を離れて閑寂に暮 す世捨て人の境涯を示すのに用いられることが多い。 「たれもみな露 身ぞか とおもふにも心とまりし草 いほかな」 （千載集・雑中
1135 藤原実国）のよ




器を奏でる意。 （琴で）白雪之曲 演奏し 」意を表 日本漢文には「調白雪」の表現が、 「蓋嶺絃声調白雪 　峴亭碑字書秋霜（新撰朗詠集 ・ 月
240大江時綱） 、 「秦爵琴声調白雪 　呉人剣色掛秋霜」
（新撰朗詠集・暁
397藤原明衡） 、 「蓋嶺絃幽調白雪 　華原磬掛撃秋
霜」 （和漢兼作集
714菅原在良）など 多く見出せる。光行歌はこ












のみの極めて珍しい表現であ 。光行歌と堀河歌は結句の形「〜なりけり」も似 おり、光行が影響を受けた可能性が考えられる。【通釈】〈句〉 　雪 （の曲） は楚王の琴において （幽蘭の曲と） 共に弾ぜられる。〈注〉 　昔、宋玉が遠くまで歩いて（行った折に） 、従者が飢えて




世俗から離れて閑寂に住まう人物や、社会的な不遇をかこち世間に背を向けた人物を表徴することがほとんどである。 「草のいほ」を初句に置く光行歌は非常に寂しい場面を喚起し、 典拠とした 「蘭が薫る部屋で幽蘭の曲を作る」宋玉の話が気品ある香気に満ちているのとは、対照的な印象 与えるのである。また 「草の庵」は「あはれしるなみだの露ぞこぼれけるくさのいほりをむすぶちぎりは」 （山家集
911）のように、草庵に身を置く人物（詠作主）が
わびしさに涙を落 すと詠まれる例が多い。こうした詠法の法則に沿って光行歌を読む 、涙を落としているのが琴を弾じたであるように解してしまい、この点でも宋玉の話との間 大きな印象の差が生じる。光行はこの歌において、 「雪 調べし」 「名残に降る」等の極め めずらしい表現 、前代に用いられた措辞も参照しつつ取り込んでいる。表現上の新たな試みを繰り返すは、平安末期から鎌倉初期の、特に地下官人や隠遁者層に共通して見られる傾向である。この光行歌が「李
嶠
百詠」の詩句ではな








同 「翻訳における和歌の機能─ 『蒙求和歌』 と 『百詠和歌』 を基点として」（ 『説話文学研究』
３２、一九九七年六月）等。
（２）胡志昂『日蔵古抄李











A Commentary on Hyakuei-Waka
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